
2 )中野 実他:造林地の下刈に関する研究(小1嬢)ド刈つ幼果囲;こついて,化方U： < 

(215) 5 〜8(1 9 6 7 )

5.除草剂の除草効果および茶書

1) 煥井善喜他:枯笈剤による広葉樹二次林の巻枯について,林試北海道業特報(5 ) 9 「〜 

99(1956)

2) 千菜春美他:苗畑にち、ける除草剤Q効果比致について,日林満(7 〇 ) 2 8 4〜2 8 6

(1 9 6 0 )

5)〒楽春美他:スギ床替苗畑における涂草剤の併用処理による効果比較について,日林纳 

(71)(1 961)

4 )三宅勇他:蔡剤によるクズの枯殺,林試報(12 3)21〜4 4(1960)

5 )尾方信夫他:苗畑除草剤の逑用と薬害(1)日林九支眾18 )12〜15 (1963)

6 )三宅 勇他：苗畑における苗畑除草試験.林試换(16 1)5 6〜6 0 ( 1 9 6 5 )

7 )徳本孝在:斐剤によるワラジcの枯殺試駿,日林岗(7 5)316-518

(1 9 6 5 )
8)千菜春美他:苗畑に公ける2, 3の新除草剤の効果について,日林務(7 4 ) 2 6 5 — 

266(1964)

9 )千葉春美他:林地除草剤を疫閑蜩に糖用した坊果について,峰業と巷剂(15)4—10
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6 高寒地の更新に関する試験

!試験担当者

北点［お嘴造林部長:即沢抵:!.

〃造林研究室:中野灾,藤村好子

〃 土眼研究室:内田丈夫,山本 笙,法崎正您

2 試験目的

北海道の亜寒帯性•針葉樹林帯における更所法を必人工の別なく,そのところの環境に立阀 

したもっとも合理的な方法を確立する。

3 前年度まて‘の経過とえられた結果

昭和4 〇年度から開始されたての研究は,道内の亜寒帯性針葉樹林帯のなかで,当初次の項 

目に分けられて就験炉進められた。

1. 針爻樹曲生稚樹の保育

2. カンバ類〇™je新

3. 人工造林法

4. ±?跡袂

しかし,これらの研咒はこれ以前から小規模ながら個なに進められ若干の成・我を得ていたが, 

この年度A、らそれらの發理統合をして支場として1つにまとめ,共(司試験として進めることと 

なったのである。

したがって,昭和4 〇年度は上記項目についてそれぞれ调査研究炉進められたのでその遂要 

を次に記す,

1.針樂樹前生稚樹の保育

I前生稚拗の現存量,生長と相対照度,前生醐の咨器官の現存む:,ならびに生奇と林内の 

相対照炭との関係を求めるために,いろいろな構成状慝をもつ天然林内で,その林内の相対 

照度を測定し,かつそのところに生育している外葉携曲生稚樹の相対生長,生涯構造を,林 

型»林床型別に解析して,Ktm保育のための上木調整,稚栓刈出しの必要程任,時期および 

方法などの作奈の基準な定める資料を得ろため次の地区でs驟を実施した。

北見営林局既戸営林署骨内の£瞧爆天然林 綱査点 12.湛査木4 4本 

旭川営林局大雪営林署旨内の針葉捌天然林 調査点 12.調直木4 6不 

これらについては,そのところの上記須目について明査を進め,資料を整理中であるが,

—7 9一



第2図 林内うつ閉下に生育したトドマツ稚樹が上昭林冠の除去
• により正常な生展を間始した竭合の生産構造 

その一部は第1図,第2図にしめした。

すなわち,戒る一定の阴るさを持つ天然林内の雅樹は,発生当初は円錐形の樹冠を形成 

するが,初高か!〜2 mに達する頃には,上席の明るさが変わらないがぎり,樹冠は次切 

度枯れ上り,上部の枝は水平方向伸び,ついには樹愁形4主傘形となる。さらにこの状禳 
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が・長く化くと遂には枯死するに至るか,宓2図にみられろように,治死前のある時点て•上 

舀林冠歩何らかの原因によって玲去されろならは,その:心出は再び正常な惻興をもって 

生艮を開始する。しかし,この生長 C 聞はうる個体はW放役5カ年目で始めるもの,ま 

た:らる個体は5 ～ 6年ではじ・めて生長を開始十るう 〇など,まち、Fもてキる。しかし,そ 

の凉因は,傘命になりかたの程削,葉の宗と枝の 比め比率等によって书i定することが可 

能であると考えており,このことがわかれば,ある林についてX F | !ii作裳:今年臣的 

計両の樹立も容易になり,さらにはそのところの稚!:‘せ跖部!として納待することができ 

ろう、 どうかの削定にt役立つものと営える。この⑵にしめしたものは,いくつかC諏奁さ 

れた要因の一部であり,以上の結果を待るた•めにはさらに資料の分析を進めなければなら 

ない。

この帕找験にはより多くの測定と,多狡の個体の分析セ必实とするためこれらC総合結 

果による結謂はさらに先へ伸ばしたいX

ii )除裳剤による稚樹の保育

前生和别の刈出し作業の省力化を•はかり,かつ変た,ならたな有用樹穂の縫入を期待す 

るために,除草剤によろ林床処理法を検时し,使用する,初:,,使用の時期,方法などを明 

らかにするとともに,処理後の夷结の有無,その再度,出未植生の回復状況,前生雜榭の 

生長,有用如樹の発生消長などを朋花するため,試険地・下紀へ設定し,里素系除草削の 

胶布を行なった。

旭川営林局大泻皆林碧营内

海抜髙!8 5 0m •

植生クマイザサ純詳落

薬剤デゾレート5 〇150/lia

試俄区 50x30m , 7月3 〇日散:缶

林 相 亜寒脚針業樹林で ダケカンパ•エゾマツ・トドマツ•アカエゾマツの敢 

生林

備考昭和2 9年の15号台風による風谷地

本年は袤剤放那とササの枯損の確認のみで,その他の詞査は行なっていない。しかし,

1〇月末で,クマイザサが1〇0%枯死したことを疏かめた。

2.カンパ・也の下衿更衍

i )更新可能地の判定

-3 1-



既往の吏新地を中心として,地形,方位,傾斜,原植生,&樹の配脸などと,カンパ須 

の稚樹の発生,生育状況を調我して,ド程更苛可能な立地環境区分のための善礎我料を染 

め,史斯可能地の判定基伞を作るため下記箇所状衡査区により秘樹の宛生消長を 

调狂した。

函館営林局岩内営林ああ£試離地

擬況:グケカンパが優占し,個かにエゾマッの混生する天然林を福2 0 0 mに带状皆伐 

を行ない,跡地を全刈火入れを行なった。林床は壮大なチシマザサて・おわれていたが, 

この火入れによりほとんど泊減している。この网に帯にi什角に,すなわち而2 m ,長さ 

208のベルトを2在ひき,稚樹の犯存な敌と土撰(水分,容水］:,容気員,孔陳靖,土 

性,C , Cg , N , P , Kの含最)を調査した。

•ワイス試験地

昭和5 4年に全刈火入れを行ない,昭利3 6年度に第1回目の稚樹羯査を行った疏所に 

ついて帽1I□,長さ100mのベルトを殺渣し,その後の梱醇の消長を訳立ナるとともに, 

チシマザザと觉合している珥合のカンバC生涔伊造,相対生矣などを知るための刈取り約 

在な行なった。

li )更新方法

下種吏新を那待すろための地表処珏法,下刈保若法を検討すろとともに,火入れの强さ, 

可燃物の;3:の多少による土収の酸/ ,水分,イ蜉成分などの差異を明らかにするため,iS 

通営林局計画課,岩内,俱知炎営林必などと共冋で次の試臆を行なった。

(a)全刈火入地捨方法の検討,とくに大型殷械導入の可否

⑹ 除眾剤散布によるササの枯殺と火入れ地招法の検討

(c)下刈の時期と方法 ^

但)地招あ時増とガ法

何)人工下和の時期と方法

住)天然林伐採の際の帶の漏と母樹の関係

々)稚樹を発生させるための地表処理法

(h)母樹の位魇と秋子の飛散距離

⑴ 得子の落下時期と発芽カとの関係

などであった

3•人工^腿
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i >食枝高别料我比較試成

刷":年に,旭"!肯NJ大V営林罟,而饰号林局岩内営味方に.トドマツ,アカエゾ 

マソ,グイマッの海抜パ別の出我;ヾ.湧を昱定し,試羨を枢说してきたが,この試佥疾啊 

始されろとと％に,これを至理統合して,このなかで武・貝を進めることとした。沼和J 〇 

年•ほでは,このうな比汶的生艮の速いグイマッについて寸く点的に垠D上げ汕立を行ない. 

別柢轿泞”のとおり取りまとめた。

II)造な法の喚肘

窩您^の造林法を離すろため虻,苗木の形賃.烂痔の仕瓶,杭穴の形と穴据の時期, 

楹付の時期,描栽駐式,下刈の時期,回敖と方法などが小我木の活譌,生長に«.tぽす彩 

智などについて,旭川皆怀局大づ営林肾针内で"立お行ない,その成績を折りまとめ中で 

あQ 9

4. 土塩の特性

髙寒地に分布する土项ならびにこれらの牲質を検岸fするために,北見’歩休崎置戸営朴渋

(8ぢ所)ならびに旭川毯・林后大'％f林费( 7カ所)の両户内について,針穿"片地帯C 土 

痘を狷控,忒料を探取した。

両地域とも火山性土・コからなり,從戸地区は大％、订内のものとともに表倍約1D8は新し 

い火山噴出物に核われている。しかしてこいらの下に位阡「る土 件沔らかにポドゾル化作 

用をうけ,さらに上用の影響を被っているように見受けらハた。铤須やソッジ:沥;林聞に俊 

占し,針葉函の天然更新の旺盛な地域は蠣地;5ぜg緇河孕:く技叫するわ、•モル取堆積腐 

植が存在し,かつその下の土:は強くポドゾル化なCて・、ることが見られた。

な松,これまでの関連研究報告は次のとおりである。

1)髙海抜］ぬの更新 第1iQ,エゾイザーゴ‘クマイ"サの生活形態とその造林的,酸芝,林試 

北支年御19 6 1.1* 9 6 2

2 "板海抜地の吏宿 第2報,高寒址にかけるグイヾツの生長と陌・附意貝,林拭北戈牛部

5 )カンパ頊の下莅吏新について,北方休槃 昭如3 9. 8

4 )高寒地造林法 第1法,主としてトトyツ,エゾマッについて,北方林淺 沼知5 8.2

5)髙悠池造林法 饵2’驟,间 上 北方日櫟 昭和3 8.4

6 )制寒地造:林法 港3初,遂整地に:Wける埋は造林の試み,北方林篥 昭和4 〇, 8

7 )北海道における針无樹林の堆税腐槌に関する硏究,廂«研究希吿第114母19 5 9
-8 5-



8)眉雲鉄地区におけろ林冠破挑によろ惘生土只の変化(I) 旭川苗林わ 1961

9 )我濬,地の土小の理化学的宏化(D )林試北诲道支埸年報 19 6 2

1〇)伐採逃地の土:さの珏化学的亥化(□) 仍及び蚀換性石氏の变化について 冋上

19 6 5

11)伐採跡地の土a渤积绍の奕化 第7 6回日占楠|19 6 5

4 昭珂4丄年度の試婺計画

1. 針景樹前生樹の保育

i )泊生粧比の現存孫ならびに生育と相対照Uとの関係

帝辺将潼の上営林署において上木以疎密我,林床屈I生別に'洵年宾と同じ手法によリ湖 

布を進める。

ii )除草•剤による稚樹の保育

前年ほ実施節所の林床粒生の回復扶设,•脾:の発生必艮,生目を泡在するとともに,あ' 

らたに試欧也を設定して除草剤の効果,薬害などを•歪査する。

2. カンパ席の更新

i )•更新可能地の判定

岩内営林署所見武;瓮也に:Hいて前年に引始・稚樹の苟氏を蹭査する。さらに更新のn否 

と地形,土安の理化学性およぴ居(生との負保を説登する,

ii )更新方法

南年度に弓艇き瑟を行なうとともに,火入れおよびブルトーザー地将による土のの理 

化学性の変化と更新の関係を明らかにする。

5.人工造林法

i)海扌友窩別植我比較武•快

大’云,岩内近稣’皆肯内のA験地に;,、けるトト・マッ,ナうエ/マツの生及禮在を行左う。

II )造味法の検?付

造林法の成績について補充?祠査を.行なうとともに,低海抜地より高海抜地に移植したと

きの苗木の遭応性についても試履を行なう。

4• 土成の愀

昭利4 〇年/に大徳林野倚内で譌査したものけ1.。 00 m (海抜)付近のもので,是村は 

火山噴出物に由来するものであろためと,さらに海抜离の高いところの蹄をすすめるため, 

撰〇〇 m・寸近の村木唄界に近い地点の土・ ,また多險樹の天然更辨の旺盪な滝の上密林野 

管内の土”jてついて說:狂する〇
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5 昭利41年度の試骏経過

1•針・湖沛生既樹の保订

前焰こ引経:き天然は内;二おけ・砧顷爲祖mの生主基おと林内照史との肉係,さらにその生 

長と解祈と上臼怀冠を除去した釦合のこれらの:要君の玄化とそれに对する林木の反応などに 

ついて下記箇所において;/泊した。

北見営缽局網走営牀翌•汀内 !2点

旭川営休同大’［滔林窘a内 12点

帯広営林局新得脅•爲料管内 5点

採取した資料は目下整氐中であるが,トドマッ,エゾマツなどの推皆は幼(咨から年月を経 

るにしたがって次第:【より陽性へと変化していくが,それKともなって林内の照疣が高くな 

らなければ,妹木は外部形態的に’剛 しながら,そC明なさに適応しようとするが,しかし 

上倚林冠に何らかの彼蟻がないかぎり,その稚樹はある限羿以上は適応が不可能になり,言 

集をかえると光合成による生帝:と,呼吸就よる価費のバランスがくずれ,その雁剧は枯れて 

いくことになる。このー述のべ係が,的記したように,同化韻我と非同化担添の垂面的配分 

収係をいろいろの角宅から検討することに上り解明することができることになるヨ

2. カンバ頹の下猛更新

前年バまでの計画;くもとづき,函渤?林周計画興,岩内営林碧,机知安営［:邮と共に資料 

の荻集,御畫を完了し,目下整理中であり,在年宝内に取りまとめ场吿の予定であるので1詳 

細はこれ忆ゆずることとIて嵌明を省辭する。部!的にはカンパ俑の下符更洲二ついて確実 

K成林を瑚待できる作業体系を確立し,かつせの理点的な屬付を行なっていろ。

3. 人工造・梏

爲寒地における地瘠,為付,下刈等の時期方法についてほぼ試会耘衣宣完了したので資料 

を整理中であり,これらは4 2年/に若干の捕足詢;斐を行なった上成まとめ片吿の予定であ 

る。

な木,本年の詭矣のうち,海抜高別植我試院地でトドマツ,アカエゾマツの生長を大客試 

呉地で実施したが,その結果,トドマツの横我上限は海坂1.0 0 0 m , 7カエゾマッは1,200 

mであることが判明した。

4• 土S特性

本争ぽの詞査は大至営林署2カ所,滝の上皆林窖4カ所であった。両均域について,±U 

の外紗的飼於結果を略述すれば,大羿地区のものはポドズル化作用をるきらかに受け,かつ
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腐植庆深く 3:で侵入していろことか見;受け玲nた。

淹のU岖の土U酒t•莖明仙:也・のは副戈にはちかいがあるが,前キと同技にポドゾル化寸 

うけてI、た。ただ拈枕の役入,或心はどではないようであった。

これらの土3の性賞を證附るために0下分析を繼続中であろ(

6 こんごの問跆点

1-間理地における::!桎的な天然更新産の研究

2.天下I・孫乍業にわける除草剤の孝入

5.あ寒炮土あ初性搖を化学的に追求し,母材と枚密て.tろ彤密,汶採纽の行福か土心にがよぼ 

す彩留などを通して,この柩土4为;分布すろ森林の取扱いの土づ学的辩明

4.的年度からの継続として針均折折生衡］;の後継浏としての以眾法の孫立

7 構造用材の品等区分に関する研究

1試験担当者

材料科授:加柄孟

强度研究室:山井良三％,高見 刃,近靖孝ー•中井 孝

製材研究室.:鈴木 寧•山口喜弭太,修山経推,田所厚一事

材質研究宝:須摊影司•中川伸策•斉洛久夫.小田正一,孜松賴生.石脈血春

2 腱験目的

近年,木材の需變構造にはきわめて若しい2£イ8:おこっており.木材価捂の敬9にともないそ 

の消費分野においては他の生注材との競合があらわれてい3木材便用能忍半をしめる建築材 

の分野においても・建築様式の変化,大工收の微波などを,背解として,この現象はとくに微し 

さを加えてなり,その結果は林業にち、ける木材の再生酮てたいして心:な危機惑を生じていろ。

木材訳妥面にあらわれているかかるを克蛆していくためには・各分野こおける木材の安定 

した需妥を確保し,用途に適した木材の合理的利用をはかることが必優で,らるが,そのためには 

木材の用途にたいする性能を明蹄にし・その品劉にたいする信頼度を高時るための措置力:とくに 

朮要であることは云う建でもない.

かかる浏財ら,この研究は建築用材にたいしてその実用的な品質(強度的性能およぴ外硯的 

な化姓価値)の度付けをお・こない,その標堆化をはかるための根拠を確立することをねらいとし 

てい瓦

3 前年度までの経百とえられた結果

昭和4 〇年•現行の用材の日本農林規格の改IEにあたって,需要者測からの構造用材にたいす 

る強哽的な品,等区分をとり人れることを要求され・族ず,そのために必耍な節の設示法»平均年 

榆矯,繊維傾斜度の測疫,表示法,構造用材としての眸容限界をきめるための市販材の抽出調 

形:おこなわれた〇

Uれらの結果にもとづいて•局部的ではあるカ:用材の日本理林财を訂正し,そのなかに1部 

強度的左品等区分法を取り入れたJ

4 41年度の試臉計画

41年度は従来の経過に引続き・アカマツ平角についての欠点要素と強度低波率との関係をあ 

さらか夜するため実大怖度試験と無欠点小試片による弥度試駁を權続し資科の果績を行ない•こ 

れと併行して市場仕分け品を抽出調査し,慣行的に行没われている仕分け法とJ ASによる仕分


